
令和6年度「生活困窮者支援等のための地域づくり事業」
対象事業①

事業名
民生委員等活動支援事業（民生委員協力員制度）
[担当：福祉部　福祉総務課］

１　事業内容

〈目的〉
　民生委員・児童委員については近年、担い手不足で欠員が増えており、
活動の負担感の増大等が要因として指摘されている。民生委員協力員を配
置することで（任意設置）、民生委員活動の負担軽減及び地域福祉の担い
手の新たな掘り起こしを図ることにより、地域福祉の推進を図る。

〈事業内容〉
　民生委員・児童委員の活動負担の軽減を図るため、民生委員協力員を委
嘱し、活動費を交付する。
　民生委員協力員の活動内容としては、民生委員が協力を必要としている
見守り活動・敬老大会を含む地域福祉活動についてサポートする。
※平成30年10月：民生委員協力員制度創設
※活動内容については、民生委員が協力を必要とする内容に限る

２　事業実績　〈決算見込額〉890,400円　（＠1,200円/月×742人月）

＊令和６年度　［ ］内はR5～R4年度実績
・配置状況　64人 [59人‐50人]
・活動日数　平均3.1/月 [平均3.0日/月 - 平均3.4[日/月]
・活動件数　平均4.6件/月 [平均4.3件/月 - 平均4.6件/月］
・民生委員との連絡調整回数　2.3件/月 [平均2.7回/月-平均3.2回/月］
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事業名
民生委員等活動支援事業（民生委員協力員制度）
[担当：福祉部　福祉総務課］

３　事業担当課による自己評価

＜成果＞
・令和６年度の人数は６４人（令和７年３月３１日現在）と、増加してい
る。
・コロナ禍前の生活様式が安定し、活動日数、件数ともに前年度と横ばい
である。
・令和４年12月の改選に伴い、新たな民生委員が委嘱された地区において
も前任の民生委員から地域福祉の状況がしっかりと引継がれ、改選時より
協力員が減少している地区もある。
・副次的効果として、民生委員協力員を経て次の民生委員に就任したケー
スもあることから、引き続き担い手育成・確保に有効であると考えられ
る。

＜課題＞
・地域においても民生委員業務が大変であるとのイメージを持たれてお
り、地域福祉の担い手の掘り起こしについて、市においても推薦母体であ
る町会との意見交換を通じて負担軽減策を講じるよう努めている。
・今後も地域に対して広く本制度の周知に努めるほか、民生委員制度その
ものが持続可能な制度となるよう、活動にかかる負担を様々な面で支援す
るよう努めていく必要がある。

地域福祉計画

基本目標２　地域で支え合う環境づくりの促進
２）地域での見守りと助け合いネットワークの充実
　地域住民による見守り等の福祉活動への積極的な参画を促
進するとともに、居場所づくりや民生委員等への活動支援を
行い、住民同士が支え合う地域活動の活性化を図ります。

基本目標３　地域福祉を支える担い手の育成・確保
２）福祉の担い手づくり
　人材の育成や担い手の確保のため、成年後見の申立件数の
増加に対応できる体制の構築や市民への福祉に関する総合相
談、ボランティアの養成などの福祉活動への参加促進、男女
共同参画の推進のほか、高齢者の就労機会創出に伴う関係団
体への助成や支援を行います。
　地域で活動する団体の情報の集約化に努め、福祉活動を展
開する団体はもとより、福祉分野以外の活動をしている団体
と連携できる仕組みを研究し、地域を担う人材の発掘を行い
ます。

総合計画
（参考掲載）

⑤福祉　１高齢者福祉の充実
　　　　　３）地域ケアの推進
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令和6年度「生活困窮者支援等のための地域づくり事業」
対象事業②

事業名
弘前市社会福祉協議会除雪支援事業
［担当：福祉部 福祉総務課］

１　事業内容

〈目的〉
　高齢者単身世帯、障がい者世帯、母子・寡婦世帯等、自力で除雪を行う
ことが困難である世帯の間口除雪を、地域のボランティアが行う除雪支援
事業に対し、事業の実施主体である弘前市社会福祉協議会へ補助金を交付
することにより、除雪困難者への雪対策および地域の中での見守り・支え
合い等の地域づくりの推進を図る。
〈事業内容〉
　弘前市社会福祉協議会が地区社会福祉協議会に対して実施する助成事業
に対し補助金の交付により支援。
交付額：市社会福祉協議会が助成した額の1/3又は1,000,000円のいずれか
少ない額
※地区社協の取組内容
以下の①～④をすべて満たす対象世帯
　①高齢者、母子・寡婦、身体障がい者世帯で自力での除雪作業が困難な
　　世帯
　②資力的に除雪作業を業者依頼するのが困難な世帯
　③当該世帯が所有する戸建て住宅に居住する世帯
　④近隣に親戚等がなく、援助が見込めない世帯
　上記に対し、利用者の負担なしで、除雪又は車道除雪等により当該世帯
の間口に堆積した雪を地区社会福祉協議会のボランティアが除去し、生活
道路を確保する。

２　事業実績　〈決算見込額〉926,666円
＊令和６年度　[　]内はR5 - R4年度の状況
・対象世帯数　　　　695世帯　［705世帯-796世帯］
・ボランティア数　　960人　 [1,004人‐1,078人］
・延実施回数　　　　12,210回　　[5,955回-13,872回]
・延作業人数　　　  14,724人    [8,033人‐18,713人]
・未実施地区数　　　二大地区　[二大地区－なし]
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事業名
弘前市社会福祉協議会除雪支援事業
［担当：福祉部 福祉総務課］

３　事業担当課による自己評価

＜成果＞
・今冬は豪雪により、延実施回数と延作業人数は昨年度より大幅に増加した。
・市社協では、令和4年度より、地区社協への補助額を1世帯当たり3,000円か
ら4,000円に増額している。
・市では、毎年度市社協と市役所関係課を参集し、今冬の体制を確認する「雪処
理に関する情報交換会」を開催している。
・年末年始は豪雪の影響を受け、除雪困難者からの相談に備え市職員による当
番体制を置き、間口除雪を行った。

＜課題＞
・令和６年度は市内２５地区において事業実施されたが、除雪ボランティアがいな
いという理由から、町会単位でみると対応できない地域もある。
・除雪ボランティア活動は、市と市社協をはじめとした各種団体との連携構築に
よって引き続き登録を推進し、除雪支援事業に対する除排雪における支え合い
の仕組みづくりを目指していく必要がある。

地域福祉計画

基本目標２　地域で支えあう環境づくりの促進
２）地域での見守りと助け合いネットワークの充実
　地域住民による見守り等の福祉活動への積極的な参画を促
進するとともに、居場所づくりや民生委員等への活動支援を
行い、住民同士が支え合う地域活動の活性化を図ります。

総合計画
（参考掲載） ―
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令和6年度「生活困窮者支援等のための地域づくり事業」
対象事業③

事業名
ほのぼのコミュニティ２１推進事業
［担当：福祉部 福祉総務課］

１　事業内容

〈目的〉
　年々、地域から孤立する高齢者等が増え、孤立死するケースが増えてきている
ことから、地域住民や民間事業者などによる重層的な見守り活動を展開する必
要がある。
 　住民ボランティアによる在宅のひとり暮らし高齢者等への訪問活動により、高
齢者や障がい者がすみ慣れた地域の中で安心して暮らせような地域福祉社会を
築くことを目指す。

〈事業内容〉
　弘前市社会福祉協議会が行うほのぼのコミュニティ２１推進事業に対し、事業に
係る経費の一部を助成する｡
・弘前市社会福祉協議会で行う事業内容
　住民ボランティアである「ほのぼの交流協力員」が2～3名程度でほのぼの交流
グループを編成し、在宅ひとり暮らし高齢者等の家を訪問、交流する事業を行
う。
【対象世帯】在宅ひとり暮らし高齢者、寝たきり高齢者及び障がい者等がいる世
帯
【訪問回数】週1回程度

２　事業実績　〈決算見込額〉225,000円
＊令和６年度　[　]内はR5 - R4年度の状況
・委託先　　　　　　弘前市社会福祉協議会
・訪問対象世帯数　　　　536世帯　　[535世帯-568世帯]
・ほのぼの交流協力員　　359人　　　[392人‐429人]
・グループ数　　　　　　255グループ[271グループ - 316グループ]
・未実施地区数　　　　　6地区　　　[4地区-3地区 ]　
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事業名
ほのぼのコミュニティ２１推進事業
［担当：福祉部 福祉総務課］

３　事業担当課による自己評価

＜成果＞
・地域で孤立する恐れのある高齢者等に対する交流の機会が創出された。
・協力者数が減少する中、対象者数は横ばいとなっており、交流は活発に
行われている。
・少子・高齢化が進行する中、地域共生社会の実現を目指すための地域福
祉の担い手の一つとして、地域住民の参加が得られており、人材育成の観
点からも意義のある事業と考えている。

＜課題＞
・住民ボランティアがいないため未実施となっている地区があることか
ら、弘前市社会福祉協議会と継続して協議を行い実態把握に努め、地域で
活動できる人材の発掘や確保に取り組む必要がある。
・今後も少子・高齢化の進行が予想される中、地域の高齢者等の見守りに
あたっては、様々な仕組みとの連携や活用が求められていることから、本
事業も合わせた活用を図ることで、高齢者等の異変を早期に発見できる機
会としていく。

地域福祉計画

基本目標２　地域で支えあう環境づくりの促進　
２）地域での見守りと助け合いネットワークの充実
　地域住民による見守り等の福祉活動への積極的な参画を促進
するとともに、居場所づくりや民生委員等への活動支援を行い、
住民同士が支え合う地域活動の活性化を図ります。

総合計画
（参考掲載）

⑤福祉　１高齢者福祉の充実
　　　　　３）地域ケアの推進
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